
 

 

 

 

「第 23回 いのちの駅伝」 

  

令和２年１０月１０日（土）に実施を予定していた「第２３回 いのちの駅伝」が、

大雨のため中止となりました。昨年度も東日本台風の影響を受け中止せざるを得なかっ

た駅伝です。「いのちの襷」を繋ぐべく、望月地区の小・中・高等学校と市役所及び教育

委員会にて「第２３回 いのちの駅伝、メッセージの伝達式」を行いました。 

  

１ 望月高等学校伝達式 令和２年１０月２１日（水） 午後４時１５分～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 望月小学校伝達式 令和２年１０月２８日（水） 午後２時３０分～ 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 望月中学校伝達式 令和２年１０月２８日（水） 午後３時１０分～ 

 

 

 

 

 

 

・解放子ども会員代表（9） 

・望月小学校 5・6年児童（全員） 

・望月小学校 校長・教頭  

5・6年担当職員（7） 

・解放子ども会指導員（2） 

※ 市・担当者(1) 

・解放子ども会員代表（5） 

・望月高校 生徒会正副会長（2） 

・望月高校 校長・教務・担当（3） 

・解放子ども会指導員（2） 

※ 市・担当者(1) 

・解放子ども会員代表（5） 

・望月中学校生徒会役員（4） 

・望月中学校 校長・教頭・係職員（3） 

・解放子ども会指導員（2） 

※ 市・担当者(1) 

社会教育指導員の部屋 

2021.1 月 

人権同和課 社会教育指導員 清水 彰 



 

４ 佐久市・佐久市教育委員会 令和２年１１月４日（水） 午後４時 30分～ 

（１） 佐久市長伝達式 （特別会議室） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 佐久市教育委員会・佐久市学事職員会伝達式 （南棟３F 大会議室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解放子ども会員（7） ・望月高校生徒会長 ・望月高校長・ 

・佐久市長 ・部落解放同盟佐久市協議会長・解放子ども会指導員（2） 

※ 市・担当者 

・解放子ども会員（7） ・望月高校生徒会長 ・望月高校長 

・部落解放同盟佐久市協議会長 ・解放子ども会指導員（2） 

・佐久市教育長 ・佐久市学事職員会理事長（佐久市小・中学校長会長） 

※ 市・担当者 



 

５ 伝達された「いのちの駅伝」メッセージ 

（１） 思いを結集して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２） 小学校長あて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３） 中学校長あて 

 

          

        （４）佐久市・佐久市教育委員会伝達式 

          令和２年１１月 ４日（水） 午後４時３０分～ 

          出席者 望月高校生徒 １名、解放子ども会員 ７名、 

大人 １１名（部落解放同盟佐久市協議会、高校職員、 

佐久市校長会代表、指導委員、市職員） 

 

 参加人数   計 １８０名 

 

４ そ の 他  メッセージを受理した各学校は、校長講話または各クラス担任

から児童生徒に伝達をしていただき、「いのちの駅伝」に対する感想をいただ

きます。また、市・教育委員会への伝達の様子を、後日望月小学校の校内放

送で放送する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４） 望月高等学校からのメッセージ 



６ 伝えられた「いのちの駅伝」(信濃毎日新聞「斜面」2018.10.13) 

「第 22回 いのちの駅伝」が、2018年 10月 13日におこなわれました。その当日の朝刊で取り

上げられた、信濃毎日新聞「斜面」

の記事（下記）に、「いのちの駅

伝」が取り上げられました。この駅

伝の始まりや、意義について記載

されています。また、解放子ども会

の門戸を開放し、だれでも参加し

活動する解放子ども会になってう

けつがれていることや、受けつい

だ「いのちの襷」が、中学校での

「いじめ対策委員会」の活動に繋

いでいることが記されています。 

「足元から人権感覚を磨く格好

の教材」として「いつまでもつない

でほしい命のたすきである。」とま

とめられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


